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1
素
材
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ー
高
場
秀
樹
一
、
は
じ
め
に
二
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
三
、
事
件
概
要
四
、
三
島
由
紀
夫
『親
切
な
機
械
』
の
素
材
に
つ
い
て
○
創
作
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
○
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
三
島
が
見
た
資
料
-
新
聞
○
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
三
島
が
見
た
資
料
1
「先
月
の
京
都
旅
行
で
得
た
新
資
料
」
五
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
『
親
切
な
機
械
』
六
、
お
わ
り
に
三
島
由
紀
夫
の
『親
切
な
機
械
』
(『
風
雪
』
一
九
四
九
〔昭
二
四
〕
・
=
)
を
素
材
か
ら
観
て
み
る
。
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
使
っ
た
素
材
を
探
り
、
特
に
「後
記
」
に
書
い
て
あ
る
「新
資
料
」
が
何
で
あ
る
か
を
探
り
た
い
。
つ
い
で
、
新
聞
や
雑
誌
を
使
っ
て
、
主
に
人
物
の
造
形
を
、
同
じ
事
件
を
素
材
に
し
た
阿
部
知
二
の
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
(『新
潮
』
一
九
四
九
〔昭
二
四
〕
・
三
)
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
の
結
果
、
三
島
が
こ
の
作
品
で
造
形
し
た
人
物
の
パ
タ
ー
ン
は
後
に
繰
り
返
し
三
島
文
学
の
中
に
現
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
、
は
じ
め
に
三
島
由
紀
夫
の
『親
切
な
機
械
』
(『風
雪
』
一
九
四
九
〔昭
二
四
〕
・
一
一
)
と
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
(『
新
潮
』
一
九
四
九
〔昭
二
四
〕
二
二
)
は
と
も
に
、
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
実
際
に
京
都
で
起
き
た
事
件
を
素
材
に
し
て
い
る
。
『親
切
な
機
械
』
に
は
初
出
当
時
か
ら
「
後
記
」
と
い
う
一
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
三
島
が
京
都
へ
取
材
旅
行
に
行
っ
た
際
に
、
三
島
を
し
て
是
非
と
も
作
品
を
書
き
た
い
衝
動
を
起
こ
さ
せ
た
「新
資
料
」
を
発
見
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
ま
ず
作
者
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
の
中
か
ら
「新
資
料
」
に
関
す
る
記
述
を
検
討
し
た
上
で
三
島
の
見
た
資
料
が
何
か
を
探
る
。
さ
ら
に
、
新
聞
記
事
、
雑
誌
記
事
な
ど
か
ら
事
件
を
洗
い
直
し
、
『親
切
な
機
械
』
と
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』、
両
者
の
人
物
造
形
の
違
い
を
浮
き
彫
り
に
し
た
上
で
、
『
親
切
な
機
械
』
に
お
け
る
「
新
資
料
」
と
、
作
品
の
人
物
造
形
と
の
関
係
を
探
る
こ
と
で
作
品
を
分
析
し
た
い
。
二
、
先
行
研
究
に
つ
い
て
『
親
切
な
機
械
』
を
単
独
で
論
じ
た
先
行
研
究
は
管
見
に
入
っ
た
限
り
見
あ
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
の
関
係
を
論
じ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
・
内
倉
尚
嗣
『
事
件
か
ら
小
説
へ
ー
「
お
ぼ
ろ
夜
の
話
」
と
「
親
切
な
機
械
」
』
(『
阿
部
知
二
研
究
』
一
九
九
七
〔平
九
〕
・
四
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
氏
は
新
聞
各
紙
、
雑
誌
を
丹
念
に
調
査
さ
れ
た
上
で
、
同
じ
事
件
を
素
材
と
し
た
二
つ
の
作
品
、
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
』
と
『親
切
な
機
械
』
の
事
件
か
ら
小
説
へ
の
造
形
方
法
の
違
い
と
そ
の
起
因
す
る
所
を
考
察
し
た
も
の
で
、
前
者
を
「戦
後
青
年
に
対
す
る
作
者
の
人
道
主
義
的
な
解
釈
に
よ
っ
て
造
形
さ
れ
て
い
る
」
と
し
、
後
者
を
「犯
人
に
対
す
る
同
世
代
人
と
し
て
の
共
感
」
の
上
に
造
形
さ
れ
て
い
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
単
行
本
の
中
で
触
れ
ら
れ
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
、
何
か
の
解
説
で
言
及
さ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
以
下
の
も
の
が
あ
る
。「
戦
後
派
」
青
年
を
親
愛
な
同
族
と
し
て
弁
護
し
た
作
品
と
受
け
止
め
た
、
・
山
本
健
吉
『
日
本
文
学
全
集
68
三
島
由
紀
夫
集
』
「解
説
」
(
一
九
五
一
〔昭
二
六
〕
・
九
新
潮
社
)
「
そ
の
非
合
理
的
な
示
唆
の
正
確
さ
、
あ
る
憑
霊
現
象
を
テ
ー
マ
」
と
し
た
、
と
す
る
、
・
田
中
美
代
子
『
三
島
由
紀
夫
短
編
全
集
3
』
「月
報
4
」
(
一
九
六
五
〔昭
四
〇
〕
・
五
講
談
社
)
「戦
後
と
い
う
時
代
と
作
者
の
年
齢
自
体
が
、
憧
れ
の
夢
想
を
不
可
能
に
し
」、
作
中
の
悲
劇
を
「
イ
ロ
ニ
ッ
ク
な
視
線
」
で
と
ら
え
た
論　械機な切親r夫紀由島三652
と
す
る
、
・
渡
辺
広
士
『岬
に
て
の
物
語
』
「解
説
」
(
一
九
七
八
〔昭
五
三
〕
・
新
潮
文
庫
)
こ
の
作
品
の
「破
締
」
の
原
因
を
木
山
と
い
う
人
物
の
介
入
に
見
、
猪
口
の
手
紙
の
熱
の
入
り
よ
う
に
三
島
の
当
時
の
実
人
生
の
様
相
を
見
た
、
・
奥
野
健
男
『
三
島
由
紀
夫
伝
説
』
「『
青
の
時
代
』
の
予
言
」
(
一
九
九
三
〔平
四
〕
・
二
新
潮
社
)
が
あ
り
、
そ
の
他
、
・
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
『
日
本
の
文
学
69
三
島
由
紀
夫
』
(
一
九
六
四
〔昭
三
九
〕
・
12
中
央
公
論
)
・
吉
村
貞
司
『
三
島
由
紀
夫
の
美
と
背
徳
』
(
一
九
六
六
〔昭
四
一
〕
・
九
現
文
社
)
・
野
口
武
彦
『
三
島
由
紀
夫
の
世
界
』
(
一
九
六
八
〔昭
四
三
〕
・
一
二
講
談
社
)
な
ど
に
こ
の
作
品
へ
の
言
及
が
あ
る
。
三
、
事
件
概
要
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
四
日
の
深
夜
、
京
都
大
学
の
女
子
学
生
が
同
大
学
の
男
子
学
生
に
殺
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。
事
件
の
概
要
を
『朝
日
新
聞
』
の
昭
和
二
十
三
年
四
月
十
五
日
木
曜
日
の
記
事
で
紹
介
す
る
と
、
次
の
様
に
な
る
。
・
共
学
の
門
に
恋
の
刃
京
大
生
女
子
学
生
を
殺
す
【京
都
発
】
十
四
日
朝
三
時
ご
ろ
菜
切
包
丁
を
下
げ
血
ま
み
れ
に
な
つ
た
京
大
生
が
京
都
下
京
区
綾
小
路
派
出
所
へ
白
恋
人
を
殺
し
た
」
と
自
首
し
た
、
五
条
署
で
調
べ
る
と
同
区
室
町
通
綾
小
路
上
ル
岡
直
樹
方
京
大
文
学
部
史
学
科
三
年
井
元
勇
(二
六
)
で
、
同
朝
二
時
半
ご
ろ
同
区
室
町
通
松
原
上
ル
漆
器
業
谷
口
音
八
方
に
忍
び
込
み
長
女
の
京
大
文
学
部
美
学
科
二
年
生
八
重
子
(
二
五
)
を
起
し
、
青
酸
カ
リ
を
見
せ
て
心
中
を
迫
つ
た
が
断
ら
れ
た
の
で
持
つ
て
い
た
菜
切
包
丁
で
顔
面
、
左
乳
を
め
つ
た
切
り
に
し
て
殺
し
た
う
え
自
分
も
ノ
ド
を
突
き
自
殺
を
は
か
つ
た
が
死
に
切
れ
ず
飛
出
し
た
こ
の
事
件
は
か
な
り
衝
撃
的
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
京
都
と
い
う
地
方
で
起
き
た
事
件
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
国
的
に
新
聞
で
報
じ
ら
れ
た
。
事
件
が
起
き
た
京
都
の
各
地
方
紙
で
は
、
当
然
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
、
事
件
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
特
集
記
事
や
判
決
ま
で
の
数
回
の
公
判
に
つ
い
て
も
報
じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
聞
だ
け
で
は
な
く
雑
誌
　
　
　
で
も
報
じ
ら
れ
た
。
こ
の
「
当
時
有
名
だ
つ
た
女
子
大
生
殺
し
」
事
件
(
一
九
六
五
〔昭
四
五
〕
・
五
「あ
と
が
き
」
『
三
島
由
紀
夫
短
篇
全
3
』
)
は
、
そ
れ
か
ら
約
一
年
後
、
二
人
の
小
説
家
に
よ
っ
て
作
品
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
(『
新
潮
』
一
九
四
九
662
〔昭
二
四
〕
・
三
)
と
三
島
由
紀
夫
の
『
親
切
な
機
械
』
(『
風
雪
』
一
　
　
　
九
四
九
〔昭
二
四
〕
・
一
一
)
で
あ
る
。
四
、
三
島
由
紀
夫
『
親
切
な
機
械
』
と
素
材
○
創
作
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
三
島
由
紀
夫
が
こ
の
作
品
を
創
作
す
る
際
、
使
っ
た
資
料
は
何
か
。
こ
の
問
題
を
考
え
る
時
、
大
き
な
手
掛
か
り
に
な
る
の
は
、
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
ろ
う
。
最
近
、
新
潮
社
か
ら
新
た
に
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
』
が
出
版
さ
れ
た
。
同
じ
く
新
潮
社
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
た
旧
全
集
と
の
大
き
な
違
い
は
、
全
て
で
は
な
い
が
、
各
作
品
の
創
作
ノ
ー
ト
が
末
尾
に
附
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
画
期
的
な
事
で
あ
り
、
三
島
文
学
の
研
究
が
こ
の
全
集
に
よ
り
一
層
進
歩
す
る
事
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
当
然
の
事
で
は
あ
る
が
、
我
々
が
一
般
に
見
る
事
の
出
来
る
創
作
ノ
ー
ト
は
す
で
に
活
字
化
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
作
家
の
直
筆
の
資
料
と
、
活
字
化
さ
れ
、
印
刷
さ
れ
た
資
料
と
の
間
に
は
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
実
際
に
直
筆
の
資
料
を
見
る
こ
と
で
活
字
で
は
見
え
な
い
部
分
が
見
え
て
く
る
は
ず
だ
。
そ
こ
で
、
今
回
、
山
梨
県
の
山
中
湖
に
あ
る
「
山
中
湖
　
ヨ
　
文
学
の
森
・
三
島
由
紀
夫
文
学
館
」
で
、
『親
切
な
機
械
』
の
作
者
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
(た
だ
し
コ
ピ
i
)
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
『
親
切
な
機
械
』
の
本
文
及
び
創
作
ノ
ー
ト
は
『
決
定
版
三
島
由
紀
夫
全
集
17
』
(二
〇
〇
二
〔平
一
四
〕
・
四
新
潮
社
以
下
「
決
定
版
全
集
」
と
す
る
)
に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
七
九
〇
頁
に
次
の
よ
う
な
田
中
美
代
子
氏
に
よ
る
解
説
が
あ
る
。
・
創
作
ノ
ー
ト
は
、
B
5
判
二
百
字
詰
「
世
界
文
学
社
特
選
原
稿
用
紙
」
三
枚
(
一
枚
裏
と
も
)
と
A
4
判
四
百
字
詰
「
ス
パ
ル
タ
原
稿
紙
」
六
枚
の
メ
モ
。
以
下
、
決
定
版
全
集
に
活
字
化
さ
れ
て
い
る
創
作
ノ
ー
ト
(以
後
こ
れ
を
「
活
字
ノ
ー
ト
」
と
す
る
)
及
び
前
掲
の
田
中
氏
の
解
説
に
、
直
筆
の
資
料
か
ら
活
字
で
は
伝
わ
ら
な
い
要
素
を
若
干
補
足
し
て
行
,V
o活
字
ノ
ー
ト
は
大
き
く
分
け
て
二
種
類
に
分
か
れ
る
。
決
定
版
全
集
で
は
こ
れ
を
「
門断
片
1
】
」
と
「
【断
片
2
】
」
に
区
別
し
て
い
る
が
、
【
断
片
1
】
の
方
が
先
の
田
中
氏
の
解
説
で
言
及
さ
れ
て
い
た
「
B
5
判
二
百
字
詰
『
世
界
文
学
社
特
選
原
稿
用
紙
』
三
枚
(
一
枚
裏
と
も
)
」
に
相
当
し
、
【断
片
2
】
の
方
が
「
A
4
判
四
百
字
詰
「
ス
パ
ル
タ
原
稿
紙
」
六
枚
の
メ
モ
。
」
に
相
当
す
る
。
さ
ら
に
【
断
片
1
】
を
内
訳
す
る
と
、
原
稿
三
枚
の
内
、
一
枚
目
表
が
決
定
版
全
集
の
七
六
二
頁
の
最
初
か
ら
「
〔余
白
に
(略
)
」
ま
で
、
二
枚
目
表
が
七
六
二
頁
の
「
第
一
回
五
月
二
十
二
日
(略
)」
か
ら
「八
重
子
実
母
く
ら
(略
)」
ま
で
、
三
枚
目
表
が
「
第
五
回
(略
)
」
か
ŝ
七
六
11j頁
S
「O
p
ra
k
tisch
e
W
a
h
r
h
eit」
ま
で
、
七
六
三
頁
の
「人
気
講
義
山
内
さ
ん
の
純
哲
(略
)
」
以
後
論　械機な切親r夫紀由島三672
(
つ
ま
り
注
に
あ
る
「
朱
書
」
の
部
分
)
は
三
枚
目
裏
。
し
か
も
そ
の
下
部
に
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
【
断
片
1
】
の
字
の
大
き
さ
や
字
体
、
筆
記
具
に
関
し
て
言
え
ば
、
決
定
版
全
集
の
七
六
二
頁
の
波
線
ま
で
は
鉛
筆
と
思
わ
れ
る
筆
記
具
で
原
稿
の
升
目
一
杯
に
大
き
な
字
で
、
一
行
書
い
て
一
行
空
け
る
と
い
っ
た
具
合
に
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
朱
書
は
ペ
ン
で
升
目
を
無
視
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
決
定
版
全
集
七
六
三
頁
以
後
の
箇
所
が
ペ
ン
で
書
か
れ
、
更
に
、
裏
に
書
か
れ
た
「○
哲
学
科
倫
理
学
専
攻
」
以
後
の
科
目
に
関
す
る
記
述
は
途
中
か
ら
イ
ン
ク
が
水
分
で
ぼ
や
け
て
い
る
(決
定
版
全
集
の
七
六
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
の
よ
う
な
ぼ
や
か
し
)。
一
方
、
【断
片
2
】
は
大
き
く
分
け
る
と
六
枚
の
内
、
A
①
か
ら
④
ま
で
番
号
が
欄
外
に
打
た
れ
て
い
る
四
枚
の
原
稿
と
、
B
決
定
版
全
集
の
七
七
一
頁
「極
秘
」
以
後
の
部
分
、
二
枚
と
に
分
け
る
事
が
出
来
る
。
B
に
関
し
て
は
原
稿
二
枚
の
内
、
一
枚
目
は
、
決
定
版
全
集
七
七
一
頁
の
「
極
秘
」
か
ら
「
『
甘
党
け
し
か
ら
ん
う
ま
い
ぜ
ん
ざ
い
』
京
極
妙
心
寺
横
」
ま
で
(ち
な
み
に
、
「極
秘
」
と
い
う
部
分
は
原
稿
の
右
欄
外
に
書
い
て
あ
り
、
「
○
大
学
教
授
恋
愛
事
件
」
は
太
い
字
で
そ
の
左
横
の
枠
線
上
に
書
か
れ
て
い
る
)。
残
り
の
三
行
は
原
稿
枠
内
に
、
右
寄
に
つ
め
て
記
述
し
て
あ
り
、
原
稿
の
残
り
部
分
は
空
白
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
枚
は
、
「○
大
雲
山
竜
安
寺
」
以
後
の
記
述
で
あ
る
。
字
体
や
筆
記
具
に
関
し
て
い
う
と
、
A
は
決
定
版
全
集
の
七
六
五
頁
の
写
真
に
あ
る
よ
う
な
字
体
で
、
筆
記
具
は
ペ
ン
で
あ
る
。
B
は
【断
片
1
】
の
最
初
の
よ
う
に
鉛
筆
ら
し
き
筆
記
具
で
書
か
れ
て
い
る
(た
だ
し
、
「三
島
由
紀
夫
文
学
館
」
で
閲
覧
可
能
な
資
料
は
原
本
で
は
な
く
、
複
写
し
た
物
な
の
で
字
の
色
が
わ
か
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
【断
片
1
】
の
最
初
の
筆
記
具
と
同
じ
か
ど
う
か
は
断
定
し
か
ね
る
)。
○
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
解
る
三
島
が
見
た
資
料
-
新
聞
さ
て
、
創
作
ノ
ー
ト
の
【断
片
2
】
の
④
(決
定
版
全
集
七
七
〇
頁
)
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
・
新
聞
に
出
ま
し
た
、
〔「
ま
し
た
、
」
抹
消
〕
京
都
新
聞
-
朝
刊
{鯲
L
夕刊
こ
れ
だ
け
見
れ
ば
、
三
島
が
『京
都
新
聞
』
、
『
京
都
日
日
新
聞
』、
『都
新
聞
』、
『夕
刊
京
都
』
を
見
た
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
で
、
【断
片
1
】
の
一
枚
目
(
決
定
版
全
集
七
六
一
頁
)
に
は
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。
　62
・
京
大
生
、
女
子
学
生
を
殺
す
結
婚
断
ら
れ
無
理
心
中
に
も
失
敗
。
京
都
市
下
京
区
室
町
綾
小
路
下
ル
岡
直
樹
方
史
学
科
西
洋
史
三
回
生
井
元
勇
(26
)
.
ホ
　
四
月
十
四
日
午
前
二
時
半
ホ
ホ
　
　
　
し
っ
か
い
室
町
高
辻
下
ル
悉
皆
業
谷
口
音
八
八
重
子
(25
)
　
,-　
　
　
　
　刃
渡
り
二
寸
五
分
の
菜
切
包
丁
f五
条
署
綾
小
路
交
番
所
、
〔
傍
線
、
朱
書
。
「
去
年
」
と
朱
書
で
注
記
〕
、
、
3
月
15
日
、
一
ト
月
、
、
、
〔左
右
の
ブ
レ
ー
ス
、
朱
書
。
次
の
よ
う
に
朱
書
で
注
記
〕
何
で
も
か
ん
で
も
屋
湯
の
し
、
洗
濯
、
染
物
古
着
更
生
、
中
京
あ
た
り
に
多
し
.
、
、
.
〔括
弧
、
朱
書
〕
(略
)
〔余
白
に
「
23
・
4
・
15
」
と
い
う
日
付
や
数
式
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
〕
(
引
用
者
注
・
傍
線
は
原
文
)
こ
の
箇
所
は
一
目
見
て
新
聞
の
見
出
し
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
が
、
こ
こ
は
作
者
の
創
作
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
実
際
に
あ
る
新
聞
の
見
出
し
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
先
に
挙
げ
た
四
つ
の
地
方
紙
の
見
出
し
を
み
て
み
る
と
、
そ
の
中
に
次
の
よ
う
な
見
出
し
が
み
ら
れ
る
。
・
『
都
新
聞
』
〔昭
和
23
年
4
月
15
日
木
曜
日
第
6
7
8
号
〈2
>〕
京
大
生
、
女
子
学
生
を
殺
す
結
婚
断
ら
れ
無
理
心
中
に
も
失
敗
こ
れ
を
見
れ
ば
、
創
作
ノ
ー
ト
の
見
出
し
は
、
『
都
新
聞
』
の
見
出
し
で
あ
り
、
作
者
の
創
作
で
は
な
く
、
実
在
す
る
新
聞
の
見
出
し
を
使
用
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
当
然
、
作
者
は
こ
の
記
事
を
確
実
に
読
ん
で
い
る
だ
ろ
う
か
ら
、
引
用
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
・
桜
ち
り
は
じ
め
た
十
三
日
の
深
夜
京
大
の
若
き
一
学
生
が
同
じ
京
大
に
学
ぶ
女
子
学
生
に
結
婚
を
迫
り
は
ね
つ
け
ら
れ
る
や
女
子
大
学
生
の
若
き
生
命
を
絶
ち
自
分
も
自
殺
を
は
か
つ
た
京
都
下
京
区
室
町
綾
小
路
下
ル
岡
直
樹
方
下
宿
人
京
大
文
学
部
史
学
科
西
洋
史
二
回
生
井
元
勇
(
二
六
)
は
十
四
日
午
前
二
時
半
ご
ろ
同
区
室
町
高
辻
下
ル
悉
皆
業
谷
口
音
八
さ
ん
方
裏
べ
い
を
の
り
越
え
屋
根
伝
い
に
侵
入
、
二
階
で
就
寝
中
の
長
女
八
重
子
さ
ん
(二
五
)
を
起
し
て
無
理
心
中
を
迫
つ
た
が
、
拒
絶
さ
れ
る
や
馬
乗
り
に
な
つ
て
所
持
の
刃
渡
り
二
寸
五
分
の
菜
切
包
丁
で
八
重
子
さ
ん
の
頭
部
、
顔
面
、
乳
上
な
ど
メ
ッ
タ
き
り
論　械機な切親r夫紀由島三692
に
突
刺
し
殺
害
し
た
う
え
自
分
も
の
ど
を
突
い
て
自
殺
を
は
か
つ
た
が
、
そ
の
う
ち
家
人
が
騒
ぎ
出
し
た
の
で
逃
走
、
そ
の
足
で
五
条
署
綾
小
路
交
番
所
に
自
首
し
た
傍
線
部
を
み
る
と
わ
か
る
よ
う
に
、
【断
片
1
】
の
一
枚
目
の
原
稿
は
見
出
し
の
み
な
ら
ず
全
て
の
記
述
に
お
い
て
『都
新
聞
』
を
資
料
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
『都
新
聞
』
か
ら
創
作
ノ
ー
ト
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
箇
所
は
作
品
の
末
尾
の
箇
所
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
・
「京
大
生
、
女
子
学
生
を
殺
す
1
結
婚
断
ら
れ
て
」
か
う
い
ふ
大
見
出
し
が
四
月
十
四
日
の
朝
刊
に
載
つ
た
。
凶
器
は
刃
渡
り
二
寸
五
分
の
菜
切
包
丁
で
あ
つ
た
。
(初
出
四
七
頁
下
)
で
は
、
同
じ
【断
片
1
】
の
二
枚
目
か
ら
三
枚
目
に
か
け
て
(厳
密
に
言
う
と
決
定
版
全
集
の
七
六
二
頁
の
波
線
ま
で
)
の
公
判
の
記
録
は
何
を
参
考
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
注
目
す
べ
き
は
第
四
回
の
公
判
を
記
述
し
た
箇
所
で
あ
る
。
・
第
四
回
十
月
二
十
三
日
山
口
健
二
(24
)
井
上
美
奈
子
(25
)
角
波
京
大
事
務
官
(34
)
(井
元
に
関
し
、
阿
部
知
二
に
事
件
の
概
要
を
述
べ
た
人
八
重
子
実
母
く
ら
(
57
)
傍
線
部
分
の
人
物
は
正
式
に
は
「角
南
」
な
の
で
あ
る
。
新
聞
、
雑
誌
殆
ど
全
て
が
こ
の
表
記
で
あ
る
。
し
か
し
『
都
新
聞
』
の
み
が
「
角
波
」
と
誤
植
を
し
て
い
る
。
・
井
元
第
四
回
公
判
開
く
"世
人
の
非
難
は
甘
受
八
重
子
さ
ん
に
は
済
ま
な
い
"
(略
)
つ
づ
い
て
証
人
と
し
て
井
元
の
友
人
京
大
文
学
部
学
生
山
口
健
二
君
(二
四
)
同
井
上
美
奈
子
さ
ん
(二
五
)
京
大
学
生
補
導
部
角
波
事
務
官
(三
四
)
八
重
子
さ
ん
の
実
母
く
ら
さ
ん
(五
七
)
の
四
名
が
出
廷
、
八
重
子
さ
ん
と
井
元
の
性
格
な
ど
に
つ
き
証
言
を
行
つ
た
〔昭
和
23
年
10
月
24
日
日
曜
日
〈
2
>
〕
傍
線
部
で
は
「京
大
学
生
補
導
部
角
波
事
務
官
」
で
あ
り
、
創
作
ノ
ー
ト
で
は
「角
波
京
大
事
務
官
」
と
な
っ
て
お
り
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
が
、
こ
の
問
題
も
直
筆
の
ノ
ー
ト
を
み
れ
ば
解
決
で
き
る
。
活
字
ノ
ー
ト
の
「京
大
」
に
相
当
す
る
部
分
は
直
筆
で
は
挿
入
の
記
号
で
後
か
ら
違
う
筆
記
具
(ペ
ン
)
で
書
き
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
当
初
は
、
資
料
と
し
た
『
都
新
聞
』
の
「
京
大
学
生
補
導
部
角
波
事
務
官
」
を
参
考
に
し
、
そ
こ
か
ら
「
京
大
学
生
補
導
部
」
を
取
り
、
「角
波
事
務
官
」
と
し
て
い
た
が
、
後
か
ら
「京
大
」
で
あ
る
こ
と
を
筆
記
す
る
必
要
を
感
じ
、
挿
入
記
号
で
付
け
加
え
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
他
の
人
物
の
名
前
、
例
え
ば
、
第
五
回
の
「府
立
O72
医
大
小
南
博
士
」、
「京
大
村
上
助
教
授
」
の
双
方
が
『都
新
聞
』
の
〔昭
和
23
年
12
月
12
日
日
曜
日
第
9
1
8
号
〈2
>〕
に
あ
る
。
な
お
「大
野
弁
ゴ
人
」
や
「精
神
カ
ン
テ
イ
書
」
と
カ
タ
カ
ナ
の
表
記
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
箇
所
が
聞
き
書
き
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
が
成
立
す
る
。
つ
ま
り
、
速
く
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
画
数
の
多
い
字
を
カ
タ
カ
ナ
で
済
ま
せ
た
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
し
か
し
、
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
を
み
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
箇
所
は
鉛
筆
の
よ
う
な
筆
記
具
で
、
太
く
大
き
な
字
で
し
っ
か
り
と
バ
ラ
ン
ス
良
く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
字
の
様
子
か
ら
聞
き
書
き
で
書
き
流
し
た
よ
う
な
形
跡
を
見
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
箇
所
は
何
ら
か
の
資
料
を
手
元
に
置
い
て
書
き
写
し
た
と
見
る
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
み
る
と
創
作
ノ
ー
ト
【断
片
1
】
の
原
稿
用
紙
一
枚
目
か
ら
三
枚
目
に
か
け
て
の
鉛
筆
の
よ
う
な
筆
記
具
で
書
か
れ
た
箇
所
、
決
定
版
全
集
で
言
う
と
七
六
二
頁
末
の
波
線
ま
で
の
箇
所
は
『都
新
聞
』
に
よ
る
事
件
報
道
の
記
事
を
複
数
、
手
元
に
置
い
て
、
し
っ
か
り
と
書
か
れ
た
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
り
○
創
作
ノ
ー
ト
か
ら
わ
か
る
三
島
が
見
た
資
料
-
「先
月
の
京
都
旅
行
で
得
た
新
資
料
」
『親
切
な
機
械
」
の
末
尾
に
は
次
の
よ
う
な
「後
記
」
が
附
い
て
　ら
　
い
る
Q
舞
・
後
記
こ
の
小
説
は
、
阿
部
知
二
氏
の
「お
ぼ
ろ
夜
の
話
」
(新
潮
三
月
号
)
が
拠
つ
た
と
思
は
れ
る
一
事
件
を
素
材
に
し
て
ゐ
る
。
そ
の
事
件
に
私
が
氏
の
小
説
が
書
か
れ
る
前
か
ら
劉
種
の
興
味
を
抱
い
て
ゐ
た
の
と
共
に
、
先
月
の
京
都
旅
行
で
得
た
新
資
料
が
こ
の
作
品
を
是
非
と
も
書
き
た
い
衝
動
を
起
さ
せ
た
。
し
か
し
資
料
は
作
晶
の
内
容
と
し
て
は
さ
し
て
用
ひ
ら
れ
ず
、
事
件
に
対
す
る
見
方
の
角
度
の
決
定
の
み
に
役
立
つ
た
。
事
件
と
い
ふ
も
の
が
一
種
の
古
典
的
性
格
を
も
つ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
古
典
と
い
ふ
も
の
が
年
月
の
経
過
と
共
に
一
種
の
事
件
的
性
格
を
帯
び
る
の
と
似
通
つ
て
ゐ
る
。
事
件
も
古
典
と
同
じ
や
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
語
り
変
へ
が
可
能
で
あ
る
。
こ
の
小
説
も
そ
の
語
り
変
へ
の
一
つ
で
あ
る
。
1
あ
り
う
べ
き
誤
解
に
そ
な
え
へ
て
後
記
を
書
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
に
あ
る
「先
月
の
京
都
旅
行
で
得
た
新
資
料
」
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
資
料
こ
そ
が
三
島
を
し
て
こ
の
作
品
を
「
是
非
と
も
書
き
た
い
衝
動
を
起
さ
せ
た
」
の
で
あ
り
、
こ
の
作
品
を
読
み
解
く
キ
ー
と
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
「新
資
料
」
が
何
か
探
っ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
に
、
前
提
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
こ
の
取
材
旅
行
の
時
期
で
あ
る
。
三
島
由
紀
夫
の
年
譜
で
最
も
詳
細
と
思
わ
れ
る
の
は
安
藤
武
の
『
三
島
由
紀
夫
「
日
録
」
』
(
一
九
九
論　械機な切親r夫紀由島三712
六
〔平
八
〕
・
四
未
知
谷
)
で
あ
る
が
、
そ
の
昭
和
二
十
四
年
の
「
10
月
10
日
(
月
)
」
に
は
・
「親
切
な
機
械
」
(雑
誌
「
風
雪
」
十
一
月
号
)
1
い
わ
ゆ
マ
マ
る
最
初
の
「
社
会
ダ
ネ
」
小
説
で
、
同
志
社
大
学
女
子
学
生
殺
人
事
件
に
取
材
し
、
京
都
へ
取
材
旅
行
を
し
た
。
と
あ
る
が
、
こ
の
「
10
月
10
日
(月
)
」
は
「親
切
な
機
械
」
の
発
表
の
時
期
で
あ
り
、
取
材
旅
行
の
時
期
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
取
材
旅
行
の
時
期
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
「
後
記
」
に
は
「
先
月
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
額
面
通
り
受
け
取
る
と
、
こ
の
文
章
が
執
筆
さ
れ
た
月
よ
り
一
ケ
月
前
と
い
う
こ
と
な
る
が
、
執
筆
時
期
が
解
ら
な
い
の
で
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
た
と
え
執
筆
時
期
が
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
数
ケ
月
前
を
「先
月
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
こ
こ
か
ら
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
る
。
先
述
し
た
創
作
ノ
ー
ト
【断
片
2
】
の
B
(
【断
片
2
】
の
番
号
が
打
た
れ
て
い
な
い
方
)
の
二
枚
目
、
決
定
版
全
集
で
い
う
と
七
七
一
頁
の
「○
大
雲
り
ょ
う
あ
ん
じ
山
竜
安
寺
」
以
後
に
は
京
都
の
有
名
な
寺
院
が
三
つ
記
述
さ
れ
て
い
る
。
り
ょ
う
あ
ん
じ
・
○
大
雲
山
竜
安
寺
あ
ぶ
五
月
の
虻
伝
相
阿
弥
作
石
庭
虎
の
児
渡
。
石
14
○
種
油
で
塗
つ
た
壁
。
わ
う
し
き
で
う
○
妙
心
寺
の
三
時
の
鐘
。
(黄
鐘
調
)
四
つ
に
分
れ
た
十
五
の
石
中
央
の
中
高
の
石
。
空
間
的
に
非
ず
。
時
間
の
象
徴
○
苔
寺
ロ
　
ム
芝
生
の
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
。
田
の
美
と
同
じ
ロ
ー
ン
の
美
デ
リ
ケ
ー
ト
な
ロ
ー
ン
さ
つ
き
○
皐
月
花
ざ
か
り
。
○
青
い
馬
の
背
を
な
で
る
や
う
。
し
ょ
う
な
ん
て
い
○
湘
南
亭
。
〇
四
条
大
宮
-
四
条
西
大
路
ト
ロ
・
バ
ス
(無
軌
道
電
車
)
傍
線
部
か
ら
こ
の
箇
所
が
実
際
に
そ
れ
ら
の
寺
院
に
訪
れ
て
目
の
前
の
状
況
を
描
写
し
た
記
述
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
こ
に
は
三
島
が
取
材
に
行
っ
た
時
期
を
探
る
手
掛
か
り
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
五
月
の
虻
」
と
「
皐
月
花
ざ
か
り
」、
ま
た
苔
寺
の
苔
が
「芝
生
」
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
「五
月
の
虻
」
は
そ
の
ま
ま
「五
月
」
と
あ
る
。
で
は
、
三
島
が
取
材
に
来
た
の
は
五
月
か
と
い
う
と
、
断
定
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
次
の
「皐
月
花
ざ
か
り
」
と
あ
る
そ
の
皐
月
は
、
花
が
咲
く
の
が
六
月
頃
な
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
れ
ら
二
つ
の
時
間
を
表
す
表
現
か
ら
推
定
で
き
る
の
は
、
三
島
は
昭
和
二
十
四
年
の
五
月
か
六
月
頃
に
取
材
に
行
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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『
文
学
』
の
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
号
に
発
表
さ
れ
た
「わ
が
創
作
方
法
」
は
三
島
が
自
作
の
創
作
過
程
を
明
ら
か
に
し
た
文
章
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
・
第
一
に
主
題
を
発
見
す
る
こ
と
。
(略
)
材
料
は
ど
こ
に
も
こ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
或
る
時
点
に
お
け
る
私
の
内
的
な
欲
求
に
、
ぴ
つ
た
り
合
ふ
材
料
と
い
ふ
も
の
は
な
か
な
か
み
つ
か
ら
な
い
。
私
た
ち
小
説
家
は
、
懐
中
電
灯
を
手
に
し
て
暗
闇
の
道
を
探
し
て
歩
い
て
ゐ
る
人
の
や
う
な
も
の
だ
。
あ
る
時
、
路
上
の
ビ
ー
ル
瓶
の
か
け
ら
が
、
懐
中
電
灯
の
光
り
を
受
け
て
強
く
き
ら
め
く
。
そ
の
と
き
私
は
、
材
料
と
共
に
主
題
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
あ
る
材
料
が
私
に
及
ぼ
す
魅
惑
は
、
は
じ
め
の
う
ち
は
何
故
そ
れ
が
そ
ん
な
に
魅
力
が
あ
る
の
か
ま
る
で
わ
か
ら
な
い
が
、
無
意
識
の
う
ち
に
、
そ
の
と
き
の
私
の
内
的
欲
求
が
丁
度
そ
れ
に
相
応
す
る
も
の
を
、
そ
の
材
料
の
中
に
見
つ
け
だ
し
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
不
可
解
な
魅
力
は
、
材
料
自
体
の
属
性
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
私
自
身
の
内
的
欲
求
が
そ
こ
へ
投
射
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
に
、
わ
れ
し
ら
ず
、
一
つ
の
「主
題
」
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
(本
文
は
『
三
島
由
紀
夫
全
集
第
三
十
一
巻
』
一
九
七
五
〔昭
五
〇
〕
・
一
一
新
潮
社
)
こ
の
「材
料
」
と
「主
題
」
の
関
係
に
つ
い
て
の
言
説
は
、
『
親
切
な
機
械
』
に
お
け
る
「
新
資
料
」
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
京
都
に
取
材
に
行
き
、
三
島
が
「
是
非
と
も
書
き
た
い
衝
動
を
起
さ
せ
」
る
「
新
資
料
」
を
発
見
し
た
時
、
そ
の
資
料
は
「
或
る
時
点
に
お
け
る
私
の
内
的
な
欲
求
に
、
ぴ
つ
た
り
合
ふ
材
料
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
三
島
は
「
材
料
と
共
に
主
題
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
、
そ
の
時
の
資
料
に
は
三
島
自
身
の
「
内
的
欲
求
」
が
「
投
射
」
さ
れ
て
い
る
の
だ
。
か
よ
う
に
、
「新
資
料
」
は
こ
の
作
品
に
お
い
て
か
な
り
重
要
な
資
料
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
内
容
面
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
「
後
記
」
か
ら
伺
え
る
の
は
同
じ
事
件
を
素
材
と
し
た
阿
部
知
二
の
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
を
強
く
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
冒
頭
、
い
き
な
り
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
を
持
ち
出
し
て
い
る
こ
と
や
、
「
そ
の
事
件
に
私
が
氏
の
小
説
が
書
か
れ
る
前
か
ら
別
種
の
興
味
を
抱
い
て
ゐ
た
」
と
か
、
「事
件
も
古
典
と
同
じ
や
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
語
り
変
へ
が
可
能
で
あ
る
。
」
と
い
っ
た
記
述
を
み
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
の
阿
部
知
二
と
三
島
由
紀
夫
の
文
壇
に
お
け
る
地
位
の
違
い
や
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
『
親
切
な
機
械
』
の
初
出
発
表
の
雑
誌
、
時
期
か
ら
三
島
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
対
す
る
意
識
の
有
　
　
　
り
様
が
わ
か
る
。
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三
島
は
『仮
面
の
告
白
』
(初
版
発
行
昭
和
二
十
四
年
七
月
)
こ
そ
す
で
に
発
表
し
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
文
壇
的
な
地
位
は
阿
部
　ア
　
ほ
ど
確
立
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
発
表
さ
れ
た
雑
誌
が
『親
切
な
機
械
』
が
『風
雪
』
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
は
『
新
潮
』
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
し
か
も
、
両
作
品
の
発
表
時
期
は
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
が
昭
和
二
十
四
年
の
三
月
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『親
切
な
機
械
』
は
同
年
の
十
一
月
で
あ
る
。
す
で
に
文
壇
的
地
位
を
確
立
し
た
か
な
り
有
名
な
作
家
が
、
わ
ず
か
八
ケ
月
前
に
同
じ
素
材
(そ
れ
も
、
素
材
の
事
件
自
体
、
発
生
し
て
か
ら
二
年
も
経
た
な
い
か
な
り
有
名
な
事
件
)
で
既
に
作
品
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
読
者
が
『
親
切
な
機
械
』
を
読
む
際
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
印
象
を
引
き
ず
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
事
は
三
島
自
身
、
重
々
承
知
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
、
三
島
の
脳
裏
に
は
次
の
よ
う
な
意
識
が
あ
っ
た
は
ず
だ
。
す
な
わ
ち
、
作
家
と
し
て
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
保
持
す
る
た
め
に
、
な
る
べ
く
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
か
ら
離
れ
た
印
象
の
作
品
を
書
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
そ
う
し
た
作
品
を
描
く
に
は
内
容
の
次
元
に
お
い
て
も
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
は
異
な
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
素
材
と
す
る
必
要
が
あ
っ
た
ろ
う
。
お
そ
ら
く
は
、
京
都
へ
の
取
材
旅
行
は
、
作
品
に
使
う
ス
ケ
ッ
チ
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
は
無
い
事
件
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
見
つ
け
る
た
め
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
そ
う
し
た
意
識
の
中
で
、
京
都
へ
の
取
材
旅
行
に
実
際
に
行
き
「新
資
料
」
を
み
つ
け
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
こ
の
「
新
資
料
」
の
「新
」
し
さ
は
阿
部
知
二
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
は
無
い
資
料
の
新
し
さ
と
言
え
、
「新
資
料
」
に
は
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
は
無
い
内
容
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
「新
資
料
」
に
関
し
て
、
作
品
が
書
か
れ
た
後
の
「後
記
」
そ
の
も
の
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
以
上
で
あ
る
が
、
で
は
作
品
が
書
か
れ
る
以
前
の
創
作
段
階
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
「新
資
料
」
は
京
都
へ
創
作
の
た
め
の
取
材
に
行
っ
た
際
に
み
つ
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
創
作
段
階
の
京
都
取
材
に
関
し
て
直
接
な
手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
は
、
創
作
ノ
ー
ト
で
あ
ろ
う
。
創
作
ノ
ー
ト
に
は
「
阿
部
」
に
関
す
る
記
述
が
ニ
カ
所
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
・
第
四
回
十
月
二
十
三
日
山
口
健
二
(24
)
井
上
美
奈
子
(25
)
角
波
京
大
事
務
官
(34
)
(井
元
に
関
し
、
阿
部
知
二
に
事
件
の
概
要
を
述
べ
た
人
)
八
重
子
実
母
く
ら
(
57
)
(決
定
版
全
集
七
六
二
頁
)
・
井
元
事
件
(引
用
者
注
"
原
文
は
二
重
三
角
)
ホ
山
口
、
京
大
入
試
の
時
、
と
な
り
に
坐
つ
て
ゐ
た
女
の
子
ネ
ホ
(B
)、
試
験
場
で
知
り
合
ふ
仲
良
く
な
り
、
女
の
子
の
友
472
達
、
井
上
、
二
人
ゐ
る
と
こ
ろ
に
出
会
は
す
と
や
り
き
れ
ぬ
ほ
ど
甘
い
。
井
元
あ
ら
は
る
。
山
口
恋
人
と
い
や
に
な
り
か
ネ
　
　
け
、
さ
か
ん
に
二
人
を
く
つ
つ
け
ん
と
す
。
井
元
夢
中
に
な
る
。
(
小
説
の
と
ほ
り
)
。
(
阿
部
書
き
お
と
し
、
〔「
阿
部
書
き
お
と
し
、
」
抹
消
)
i
殺
さ
う
と
し
て
下
宿
へ
の
り
こ
む
。
出
刃
〔「
出
刃
」
抹
消
〕
菜
切
庖
丁
つ
き
つ
け
た
時
、
「姉
さ
ん
」
と
叫
ぶ
。
)
(交
番
へ
血
だ
ら
け
の
刃
を
も
ち
巡
査
追
ひ
か
け
交
番
へ
入
る
。
「
お
前
は
何
だ
」
「俺
は
主
体
性
を
確
立
し
た
/
」
と
叫
ぶ
)
自
首
か
?
捕
縛
か
?
ー
も
め
た
。
,
鬨
圉
.、
一
昨
年
、
京
大
、
、,
二
月
頃
(決
定
版
全
集
七
六
七
頁
)
二
つ
の
内
、
特
に
重
要
な
の
は
後
者
で
あ
る
。
こ
の
「井
元
事
件
」
と
題
さ
れ
た
一
文
に
記
さ
れ
て
い
る
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
『
親
切
な
機
械
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
一
見
す
る
と
先
に
述
べ
た
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
か
ら
な
る
べ
く
離
れ
た
印
象
を
持
つ
作
品
を
書
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
意
識
は
、
「
阿
部
書
き
お
と
し
」
と
い
う
言
葉
に
端
的
に
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
阿
部
書
き
お
と
し
」
の
上
述
の
部
分
の
何
か
を
阿
部
は
『
お
ぼ
ろ
夜
の
11I
』
で
書
き
落
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。
し
か
し
、
そ
う
簡
単
に
断
定
で
き
な
い
の
は
、
そ
の
直
後
に
こ
の
言
葉
を
抹
消
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
そ
の
上
に
は
、
そ
の
言
葉
と
は
全
く
逆
の
意
味
を
持
つ
「
(
小
説
の
と
ほ
り
)
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
「
(
小
説
の
と
ほ
り
)
」
の
「
小
説
」
が
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
を
指
す
事
は
明
か
だ
が
、
そ
の
上
の
記
述
の
何
が
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
「
と
ほ
り
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
」
に
は
そ
の
上
の
文
章
と
重
な
る
部
分
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
後
の
「1
殺
そ
う
と
し
て
下
宿
へ
の
り
こ
む
。
」
以
後
の
殺
害
場
面
は
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
描
か
れ
て
い
る
(初
出
八
〇
頁
上
)。
お
そ
ら
く
は
、
こ
の
殺
害
場
面
を
指
し
て
「
(小
説
の
と
ほ
り
)」
と
筆
記
し
た
の
で
あ
る
。
逆
に
「
阿
部
か
き
お
と
し
」
は
文
字
通
り
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
無
い
要
素
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
直
前
ま
で
の
箇
所
な
の
だ
(「
阿
部
か
き
お
と
し
」
を
抹
消
し
た
理
由
は
後
に
考
察
す
る
)
。
『
親
切
な
機
械
』
の
メ
イ
ン
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
り
、
か
つ
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
は
全
面
的
に
は
見
ら
れ
な
い
最
大
要
素
は
ま
さ
に
こ
の
箇
所
な
の
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
新
資
料
が
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
全
面
的
に
は
見
ら
れ
な
い
要
素
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
箇
所
こ
そ
、
新
資
料
の
内
容
な
の
で
は
な
い
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「井
元
事
件
」
と
題
さ
れ
た
文
章
は
何
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
の
か
、
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そ
れ
こ
そ
が
「新
資
料
」
の
最
大
の
手
掛
か
り
と
成
り
得
る
は
ず
だ
。
ま
ず
、
新
聞
を
見
て
み
よ
う
。
新
聞
報
道
を
一
通
り
み
て
も
、
こ
の
部
分
に
該
当
す
る
内
容
を
持
っ
た
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
箇
所
に
出
て
く
る
二
人
の
人
物
、
山
口
、
井
上
な
る
人
物
に
関
し
て
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
、
記
事
が
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
主
に
第
四
回
公
判
に
関
す
る
各
紙
の
記
事
に
証
人
の
名
前
と
し
て
登
場
す
る
に
過
ぎ
ず
(
こ
の
こ
と
は
創
作
ノ
ー
ト
の
【断
片
1
】
の
二
枚
目
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る
)
、
各
人
物
の
詳
細
な
情
報
は
み
ら
れ
な
い
。
二
人
は
第
四
回
公
判
の
証
人
な
の
で
あ
る
が
、
当
然
、
そ
の
際
の
記
録
に
は
彼
等
の
証
言
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
こ
に
有
効
な
手
掛
か
り
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
よ
り
、
そ
う
し
た
「裁
判
記
録
」
こ
そ
が
「新
資
料
」
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
あ
り
得
る
。
前
掲
の
「わ
が
創
作
方
法
」
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
種
の
小
説
で
あ
れ
ば
、
裁
判
記
録
や
警
察
の
調
書
ま
で
し
ら
べ
上
げ
、
全
く
架
空
の
物
語
で
あ
つ
て
も
、
主
要
な
登
場
人
物
に
具
体
性
を
与
へ
る
た
め
に
、
そ
の
職
業
の
細
目
、
生
活
の
細
目
を
、
念
入
り
に
し
ら
べ
上
げ
る
。
」
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
三
島
由
紀
夫
は
犯
罪
事
件
を
素
材
と
す
る
際
、
そ
の
調
書
や
裁
判
記
録
を
調
査
す
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
実
際
、
『親
切
な
機
械
』
の
後
で
あ
る
が
、
『金
閣
寺
』
(『
新
潮
』
一
九
五
六
〔昭
三
一
〕
・
一
か
ら
同
・
十
ま
で
)
で
は
、
執
筆
す
る
際
に
調
書
や
裁
判
記
録
を
参
考
に
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
『
親
切
な
機
械
』
に
お
い
て
も
、
可
能
性
は
あ
る
。
三
島
が
京
都
に
取
材
に
来
た
事
と
こ
の
事
実
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
京
都
で
裁
判
記
録
や
調
書
を
閲
覧
し
に
行
っ
た
可
能
性
は
高
く
、
文
中
出
て
く
る
「新
資
料
」
が
裁
判
記
録
や
調
書
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
し
か
し
、
事
件
が
起
き
て
か
ら
、
す
で
に
五
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
現
在
、
こ
の
事
件
の
裁
判
記
録
や
調
書
そ
の
も
の
を
見
る
の
は
不
可
能
に
近
い
。
と
こ
ろ
が
、
事
件
が
起
き
て
一
年
ほ
ど
経
過
し
た
後
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
図
書
が
発
売
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
『
女
子
京
大
生
殺
し
事
件
の
真
相
-
法
廷
記
録
か
ら
』
と
題
す
る
七
十
頁
ほ
ど
の
小
冊
子
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
被
告
を
弁
護
し
た
大
野
熊
雄
氏
が
編
集
し
た
物
で
、
「大
野
公
館
」
と
い
う
所
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る
(恐
ら
く
は
こ
の
名
称
か
ら
し
て
自
費
出
版
に
近
い
も
の
で
は
な
い
か
)。
昭
和
二
十
四
年
七
月
二
十
日
発
行
だ
が
、
小
冊
子
の
冒
頭
に
あ
る
「序
に
代
へ
て
」
に
よ
れ
ば
、
『
新
日
本
新
聞
』
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
ま
と
め
た
も
の
ら
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
初
出
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
副
題
に
は
「法
廷
記
録
」
と
あ
り
、
主
に
裁
判
の
記
録
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
図
書
だ
が
、
所
謂
「法
廷
記
録
」
だ
け
で
は
な
く
、
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
た
直
後
の
警
察
の
調
書
や
検
察
の
調
書
、
あ
る
い
は
大
野
弁
護
士
の
「弁
護
要
旨
」
な
ど
か
ら
も
構
成
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
こ
の
事
件
に
関
し
て
こ
れ
以
上
詳
し
い
資
料
は
な
い
と
お
も
わ
れ
る
。
こ
の
図
書
に
山
口
、
井
上
両
人
に
関
す
る
記
述
は
そ
れ
ぞ
れ
一
力
672
所
ず
つ
あ
る
。
井
上
氏
の
記
述
に
関
し
て
は
「
谷
田
Y
と
の
交
際
を
注
意
し
た
」
と
題
さ
れ
た
記
述
で
、
こ
れ
は
先
に
触
れ
た
第
四
回
公
判
の
際
の
証
言
の
一
部
で
あ
る
。
・
次
は
井
上
証
人
「京
都
府
立
第
=
尚
女
を
経
て
東
京
女
子
大
を
卒
業
し
、
二
十
二
年
四
月
千
重
子
さ
ん
と
と
も
に
京
大
文
学
部
哲
学
科
に
入
学
し
、
同
じ
く
美
学
を
専
攻
し
て
お
り
ま
す
。
(略
)
谷
田
さ
ん
は
哲
学
科
の
倫
理
専
攻
の
Y
さ
ん
と
親
し
く
し
て
い
る
の
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
何
時
も
谷
田
と
二
人
が
一
緒
に
い
る
と
い
う
こ
と
を
二
三
人
か
ら
き
い
た
の
で
、
私
は
谷
田
さ
ん
に
好
意
的
に
そ
の
こ
と
を
告
げ
て
注
意
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
二
人
は
恋
愛
的
で
な
く
、
単
な
る
交
際
と
思
い
ま
す
。
私
は
谷
田
さ
ん
が
求
婚
を
拒
絶
し
な
け
れ
ば
、
こ
ん
な
事
件
は
起
ら
な
か
つ
た
と
思
う
。
(略
)
こ
こ
で
は
恐
ら
く
山
口
氏
と
思
わ
れ
る
「
Y
さ
ん
」
と
被
害
者
の
関
係
が
語
ら
れ
、
そ
の
関
係
は
「
恋
愛
的
で
な
」
い
と
証
言
さ
れ
て
い
る
。山
口
氏
に
関
し
て
は
・
彼
女
と
親
交
の
あ
る
学
生
の
話
四
月
二
十
二
日
京
大
文
学
部
哲
学
科
倫
理
学
専
攻
二
回
生
Y
が
参
考
人
と
し
て
検
事
廷
へ
姿
を
現
わ
し
た
。
こ
の
Y
君
に
よ
つ
て
明
か
に
な
つ
た
。
次
は
Y
君
の
言
で
あ
る
。
「
私
が
谷
田
を
知
つ
た
の
は
昨
年
入
学
試
験
当
時
、
宿
舎
を
捜
し
て
い
た
時
に
京
大
農
業
経
済
科
の
学
生
中
村
君
か
ら
寮
に
案
内
さ
れ
た
時
谷
田
の
話
を
き
か
さ
れ
、
つ
い
で
同
じ
哲
学
科
へ
入
つ
た
の
で
知
合
つ
た
の
で
す
。
し
か
し
そ
の
交
際
は
親
し
い
友
人
と
し
て
で
あ
り
ま
し
た
。」
と
あ
り
、
こ
の
引
用
文
か
ら
山
口
氏
が
第
一
回
公
判
の
始
ま
る
前
に
、
検
事
廷
で
取
り
調
べ
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
被
害
者
と
山
口
氏
の
関
係
は
「友
人
」
で
あ
る
と
証
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
大
々
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
の
は
『
夕
刊
京
都
』
の
昭
和
二
十
三
年
四
月
二
十
四
日
(第
7
0
5
号
)
の
第
二
面
の
記
事
で
あ
る
。
・
哲
学
で
も
何
で
も
な
か
つ
た
三
角
関
係
か
ら
嫉
妬
女
京
大
生
殺
し
に
新
事
実
発
見
同
学
の
京
大
学
生
殺
し
事
件
は
京
都
地
検
服
部
検
事
係
り
で
犯
人
井
元
勇
(二
六
)
は
じ
め
知
人
関
係
者
を
よ
ん
で
殺
害
の
動
機
等
に
つ
き
取
調
を
進
め
て
い
る
が
二
十
二
日
被
害
者
と
最
も
親
し
か
つ
た
と
い
わ
れ
る
京
大
文
学
部
倫
理
学
科
某
(
二
四
特
に
名
を
秘
す
)
を
同
検
事
が
午
前
午
後
に
わ
た
り
取
調
べ
た
と
こ
ろ
犯
罪
の
動
機
は
三
角
関
係
に
似
た
男
の
し
つ
と
か
ら
で
あ
る
と
い
う
新
事
実
が
現
わ
れ
、
ま
た
独
り
で
い
る
場
合
被
害
者
谷
口
八
重
子
さ
ん
(
二
五
)
を
短
刀
で
学
内
を
追
い
ま
わ
し
た
事
実
も
明
か
に
な
り
理
論
ば
か
り
で
説
得
し
よ
う
と
論　械機な切親r夫紀由島三72
し
た
知
人
、
京
大
当
局
に
対
し
き
よ
う
行
の
事
前
予
防
に
遺
憾
な
し
と
は
い
え
な
い
こ
と
も
ほ
ぼ
明
か
と
な
つ
て
い
る
右
某
君
は
横
浜
一
中
、
一
高
を
経
て
昨
春
京
大
に
入
学
し
た
秀
才
で
あ
る
が
、
一
年
年
下
の
同
君
に
対
し
て
谷
口
さ
ん
は
格
別
な
好
意
を
寄
せ
、
は
じ
あ
お
互
い
に
理
論
的
対
論
で
知
合
つ
た
も
の
が
到
底
男
に
は
勝
て
ず
と
判
り
途
中
か
ら
専
ら
友
達
と
し
て
の
女
の
感
情
か
ら
交
際
を
深
め
同
伴
で
京
都
付
近
の
あ
ら
ゆ
る
名
所
を
案
内
を
し
て
お
り
、
そ
の
後
青
年
団
関
係
で
知
り
合
つ
た
井
元
が
途
中
か
ら
割
り
込
ん
だ
訳
で
、
昨
年
暮
予
定
を
早
め
井
元
が
結
婚
を
申
込
ん
で
断
ら
れ
る
や
格
別
両
君
の
間
を
し
つ
視
す
る
よ
う
に
な
つ
た
も
の
で
、
そ
の
後
井
元
君
の
女
を
追
回
す
の
は
ま
す
ま
す
こ
う
じ
授
業
中
の
谷
口
さ
ん
を
ね
ら
つ
て
い
た
も
の
で
犯
行
直
後
の
「
理
想
型
の
女
の
偶
像
を
妨
害
す
る
彼
女
を
た
お
し
た
」
と
い
う
供
述
の
中
か
ら
経
験
の
薄
い
共
学
の
微
妙
な
男
女
関
係
が
現
わ
れ
て
い
る
「
井
元
事
件
」
と
題
さ
れ
た
文
章
に
最
も
近
い
の
は
『
夕
刊
京
都
』
の
記
事
で
特
に
後
半
部
分
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
井
元
事
件
」
で
は
被
害
者
と
山
口
氏
と
の
関
係
は
「恋
人
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
山
口
氏
が
犯
人
と
被
害
者
を
「く
つ
つ
け
」
よ
う
と
し
た
事
実
も
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
は
伺
え
な
い
。
た
だ
、
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
『女
子
京
大
生
殺
し
事
件
の
真
相
-
法
廷
記
録
か
ら
』
の
引
用
文
も
『夕
刊
京
都
』
の
記
事
も
昭
和
二
十
三
年
の
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
山
口
氏
の
京
都
地
検
で
の
取
り
調
べ
を
基
に
し
て
お
り
、
そ
の
調
書
に
は
「井
元
事
件
」
に
記
さ
れ
た
事
実
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
ま
だ
在
命
中
の
山
口
氏
や
故
人
の
名
誉
の
た
め
に
、
図
書
や
新
聞
報
道
が
真
実
の
報
道
を
ひ
か
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
う
可
能
性
を
伺
わ
せ
る
の
は
『
夕
刊
京
都
』
の
記
事
で
「
格
別
な
好
意
を
寄
せ
」
と
か
、
「
友
達
と
し
て
の
女
の
感
情
」
と
い
っ
た
表
現
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
「新
資
料
」
は
昭
和
二
十
三
年
の
四
月
二
十
二
日
に
行
わ
れ
た
山
口
氏
の
京
都
地
検
で
の
調
書
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
。
も
っ
と
も
「
井
元
事
件
」
と
題
さ
れ
た
一
文
が
事
実
で
あ
れ
ば
の
話
で
、
こ
れ
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
、
調
書
も
新
聞
報
道
や
図
書
と
同
じ
内
容
を
も
っ
て
お
り
、
よ
り
詳
し
い
調
書
を
「井
元
事
件
」
の
基
に
し
た
か
も
知
れ
な
い
の
だ
。
先
に
「井
元
事
件
」
と
題
さ
れ
た
一
文
で
「阿
部
か
き
お
と
し
」
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
理
由
も
こ
れ
ら
一
連
の
事
に
関
わ
る
。
一
読
で
は
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
は
山
口
氏
に
該
当
す
る
人
物
は
見
ら
れ
な
い
が
、
よ
く
読
む
と
、
・
華
江
の
部
屋
に
入
り
、
二
人
切
り
に
な
る
と
、
保
津
は
、
石
狩
は
郷
里
か
ら
帰
つ
て
き
て
い
る
が
、
心
持
は
す
こ
し
も
変
つ
て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
ま
す
ま
す
激
化
し
て
い
る
、
と
、
ま
ず
注
意
し
た
。
「知
つ
て
る
わ
。
哲
学
の
加
古
さ
ん
に
き
い
た
わ
。
」
(略
)
　72
と
あ
る
。
こ
の
「加
古
」
な
る
人
物
は
こ
れ
っ
き
り
登
場
し
な
い
。
た
っ
た
一
度
、
し
か
も
会
話
の
中
に
の
み
登
場
す
る
人
物
に
何
故
名
前
を
つ
け
る
の
か
。
お
そ
ら
く
阿
部
は
山
口
氏
と
被
害
者
の
関
係
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
せ
ず
、
敢
て
示
唆
に
と
ど
め
た
の
で
は
な
い
か
。
示
唆
に
と
ど
め
た
理
由
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
三
島
は
「
新
資
料
」
に
よ
り
、
山
口
氏
と
被
害
者
の
関
係
を
知
っ
た
。
そ
こ
で
か
ね
て
か
ら
疑
問
に
思
っ
て
い
た
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
右
の
箇
所
を
思
い
立
っ
た
。
そ
し
て
、
阿
部
が
山
口
氏
に
関
し
て
完
全
に
は
「
か
き
お
と
し
」
て
い
な
い
事
に
気
が
つ
き
、
「阿
部
か
き
お
と
し
」
を
抹
消
し
た
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
新
資
料
」
が
山
口
氏
、
井
上
氏
、
犯
人
、
被
害
者
の
四
人
の
関
係
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
で
あ
ろ
う
。
五
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
『
親
切
な
機
械
』
『
親
切
な
機
械
』
と
『
お
ぼ
ろ
夜
の
11I』
を
比
較
す
る
と
、
殆
ど
全
く
異
な
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
作
品
の
違
い
は
様
々
な
次
元
に
わ
た
っ
て
い
る
が
、
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
登
場
人
物
の
違
い
で
あ
る
。
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
主
要
な
登
場
人
物
は
a
、
千
曲
華
江
事
件
の
被
害
者
b
、
石
狩
雪
彦
事
件
の
加
害
者
c
、
保
津
清
一
加
害
者
の
唯
一
の
友
人
で
能
代
の
学
校
の
イ
ギ
リ
ス
文
科
の
学
生
d
、
能
代
百
合
江
か
ら
華
江
の
護
衛
を
頼
ま
れ
る
西
洋
史
の
先
生
e
、
千
曲
百
合
江
被
害
者
の
姉
一
方
、
『親
切
な
機
械
』
の
主
要
な
登
場
人
物
は
f
、
鉄
子
事
件
の
被
害
者
9
、
猪
口
事
件
の
加
害
者
h
、
木
山
勉
鉄
子
の
か
つ
て
の
恋
人
i
、
季
子
木
山
の
現
恋
人
両
者
の
主
要
な
登
場
人
物
を
比
較
し
て
み
て
も
重
な
る
の
は
事
件
の
加
害
者
、
被
害
者
の
み
で
あ
る
。
主
要
登
場
人
物
に
限
っ
て
言
え
ば
、
A
『お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
あ
っ
て
『親
切
な
機
械
』
に
無
い
登
場
人
物
、
B
『親
切
な
機
械
』
に
あ
っ
て
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
無
い
登
場
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
考
察
す
れ
ば
、
各
作
品
の
特
徴
が
浮
き
彫
り
に
な
る
だ
ろ
う
。
A
は
c
保
津
清
一
、
d
能
代
、
e
千
曲
百
合
江
で
あ
る
。
こ
れ
ら
登
場
人
物
に
は
実
際
の
モ
デ
ル
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
c
で
あ
る
が
、
保
津
精
一
は
・
保
津
精
一
は
、
孤
独
な
石
狩
に
と
つ
て
の
た
だ
一
人
の
友
人
と
い
つ
て
よ
ろ
し
い
。
彼
が
石
狩
を
知
つ
た
の
は
、
ど
ち
ら
も
大
学
の
一
年
の
と
き
、
1
昭
和
十
八
年
に
召
集
さ
れ
た
と
き
だ
論　械機な切親r夫紀由島三792
つ
た
。
同
じ
中
隊
に
属
し
て
南
方
に
行
つ
た
あ
い
だ
に
、
い
つ
と
な
く
石
狩
の
特
異
な
性
格
に
興
味
を
も
つ
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
れ
は
猪
俣
勉
と
い
う
人
ら
し
い
。
新
聞
各
紙
の
報
道
で
こ
の
人
物
の
情
報
を
挙
げ
る
と
、
・
傍
聴
券
を
発
行
井
元
京
大
生
第
二
回
公
判
同
じ
大
学
に
学
ぶ
女
子
学
生
を
殺
し
た
京
大
生
井
元
勇
(
二
七
)
に
か
丶
る
第
二
回
公
判
は
三
日
午
前
九
時
半
か
ら
京
都
地
裁
瀬
谷
裁
判
長
係
、
服
部
検
事
立
会
で
開
廷
、
井
元
の
私
淑
し
た
京
大
助
教
授
井
上
智
勇
氏
、
学
徒
出
陣
で
南
方
に
従
軍
、
終
戦
後
も
一
緒
で
あ
つ
た
友
人
の
猪
俣
勉
(
二
七
)
成
徳
青
年
団
長
古
山
新
治
の
三
氏
が
証
人
と
し
て
出
廷
し
た
、
(『
都
新
聞
』
昭
和
23
年
7
月
4
日
日
曜
日
第
7
5
8
号
)
と
あ
っ
た
り
、
他
に
は
「
つ
ぎ
に
被
告
の
唯
一
の
親
友
谷
大
研
究
中
猪
俣
勉
氏
(
二
七
)
か
ら
『
学
内
で
も
特
異
の
存
在
で
奇
行
も
多
か
つ
た
』
と
述
べ
、」
(『京
都
新
聞
』
昭
和
23
年
7
月
4
日
日
曜
日
)、
「井
元
と
学
徒
出
陣
へ
従
軍
復
員
後
も
一
緒
で
あ
つ
た
谷
大
卒
猪
俣
勉
君
(二
七
)」
(『
夕
刊
京
都
』
昭
和
23
(1
9
4
8
)
年
7
月
3
日
(土
曜
日
)
(2
)
第
7
7
6
号
)
、
「
次
回
七
月
三
日
に
は
中
学
時
代
の
学
友
谷
大
研
究
生
猪
俣
勉
氏
(岐
阜
県
在
住
)
」
(『
朝
日
新
聞
』
大
阪
版
昭
和
23
年
5
月
23
日
(日
曜
日
)
(二
))
な
ど
が
あ
る
。
次
に
能
代
で
あ
る
が
、
能
代
に
関
し
て
は
、
・
や
や
年
下
の
友
人
で
二
つ
の
学
校
で
西
洋
史
を
教
え
て
い
る
能
代
を
た
ず
ね
よ
う
と
し
た
。
・
能
代
は
、
じ
つ
は
千
曲
華
江
と
の
事
に
つ
い
て
自
分
は
知
つ
て
い
る
の
だ
、
と
告
げ
、
も
う
少
し
高
く
広
い
面
に
立
つ
て
、
こ
の
こ
と
を
客
観
視
す
る
た
め
に
、
し
ば
ら
く
旅
行
で
も
す
る
な
り
家
に
帰
る
な
り
し
た
ら
ば
ど
う
だ
ろ
う
、
と
あ
り
、
作
中
で
は
石
狩
の
考
え
を
是
正
し
よ
う
と
し
た
先
生
で
あ
る
。
こ
の
能
代
に
も
実
在
の
モ
デ
ル
が
あ
る
。
そ
れ
は
井
上
智
勇
氏
で
あ
る
。
・
か
ね
て
井
元
の
行
動
に
心
配
し
た
学
校
当
局
で
は
本
年
二
月
ご
ろ
角
南
京
大
補
導
事
務
官
、
西
洋
史
担
当
井
上
智
勇
助
教
授
ら
が
同
君
の
反
省
を
促
し
て
い
た
も
の
、
(『毎
日
新
聞
』
大
阪
版
昭
和
23
年
4
月
15
日
木
曜
日
)
念
の
た
ぬ
に
他
の
新
聞
を
見
る
と
、
「
井
元
の
私
し
ゆ
く
し
た
京
大
西
洋
史
の
井
上
助
教
授
が
証
言
に
立
つ
こ
と
に
な
つ
て
お
り
、
」
(昭
和
23
年
7
月
3
日
(土
曜
日
)
(2
)
第
7
7
6
号
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
旅
行
を
勧
め
た
と
い
う
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
・
井
上
助
教
授
証
人
と
し
て
法
廷
に
鑑
定
中
で
あ
つ
た
が
彼
の
第
二
次
公
判
は
七
月
三
日
開
廷
さ
れ
た
。
(略
)
証
人
と
し
て
京
大
史
学
科
の
井
上
助
教
授
が
法
廷
に
立
つ
た
。
O　2
「自
分
が
深
く
井
上
と
接
触
し
た
の
は
本
年
二
月
七
日
、
京
大
補
導
課
で
角
南
氏
と
と
も
に
彼
の
心
境
を
た
だ
し
た
時
で
あ
る
。
そ
の
際
彼
は
、
自
分
が
書
綴
つ
た
本
年
一
月
ご
ろ
よ
り
の
手
記
を
読
上
げ
た
。
(略
)
京
都
を
暫
く
離
れ
て
よ
く
反
省
せ
よ
、
自
ら
進
む
べ
き
路
が
開
か
れ
ん
と
注
意
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
暫
ら
く
旅
行
す
る
と
答
え
た
。
(大
野
熊
雄
編
『
女
子
京
大
生
殺
し
事
件
の
真
相
-
法
廷
記
録
か
ら
』
一
九
四
九
〔昭
二
四
〕
・
七
大
野
公
館
)
手
記
を
読
み
上
げ
た
と
い
う
事
実
も
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
」
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
次
に
e
千
曲
百
合
江
で
あ
る
が
、
事
件
の
被
害
者
の
家
族
に
つ
い
て
詳
し
い
の
は
『
週
刊
朝
日
』
(昭
和
二
三
(
一
九
四
八
)
年
五
月
二
日
号
曜
日
一
六
頁
)
で
あ
る
。
・
八
重
子
さ
ん
は
前
記
の
住
所
で
三
十
余
年
も
悉
皆
業
を
い
と
な
む
音
八
さ
ん
(六
八
)
母
く
ら
さ
ん
(五
七
)
の
一
人
娘
で
、
男
の
兄
弟
は
音
一
さ
ん
(三
七
)
富
造
さ
ん
(二
二
)
晶
三
さ
ん
(十
九
)
幸
三
さ
ん
(十
七
)
と
四
人
も
あ
る
が
、
(略
)
こ
こ
か
ら
は
姉
の
存
在
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
、
『
女
子
京
大
生
殺
し
事
件
の
真
相
ー
法
廷
記
録
か
ら
』
に
は
・
被
害
者
兄
の
物
語
る
井
上
と
の
い
き
さ
つ
な
お
音
三
は
五
条
署
で
今
西
巡
査
部
長
に
対
し
て
、
父
の
代
か
ら
呉
服
悉
皆
を
業
と
し
、
現
在
地
に
は
二
十
年
以
前
か
ら
住
ん
で
い
る
こ
と
、家
族
は
九
人
で
あ
る
事
な
ど
を
の
べ
た
の
ち
、
(略
)
と
家
族
が
九
人
あ
る
と
あ
る
か
ら
、
『
週
刊
朝
日
』
の
記
事
に
あ
る
人
数
が
被
害
者
の
家
族
全
員
で
は
な
い
事
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
中
に
姉
の
存
在
が
あ
る
と
い
う
可
能
性
が
、
こ
の
資
料
だ
け
で
は
否
定
で
き
な
い
。
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
殺
害
場
面
に
は
被
害
者
が
「
姉
さ
ん
」
と
寝
言
を
言
う
場
面
が
あ
る
。
・
華
江
は
本
を
読
み
さ
し
の
ま
ま
眠
つ
た
の
か
、
室
に
は
灯
が
と
も
つ
て
い
た
。
彼
は
そ
の
枕
元
に
ぺ
た
り
と
座
つ
て
、
お
よ
そ
三
十
分
ほ
ど
、
そ
の
寝
顔
を
み
つ
め
て
い
た
。
(略
)
「姉
さ
ん
!
」
と
つ
ぜ
ん
、
華
江
が
寝
ご
と
を
い
い
、
う
す
く
眼
を
ひ
ら
い
て
寝
返
え
り
を
う
つ
た
。
こ
の
場
面
は
『京
都
新
聞
』
の
み
が
報
道
し
て
い
る
。
・
十
四
日
午
前
二
時
二
十
分
ご
ろ
下
京
区
室
町
通
綾
小
路
下
る
岡
直
樹
さ
ん
方
に
下
宿
中
の
長
崎
県
北
松
浦
郡
平
戸
町
出
身
京
大
文
学
部
史
学
科
三
回
生
井
元
勇
(二
六
)
が
下
京
区
室
町
高
辻
下
る
悉
皆
業
谷
口
音
八
氏
(六
八
)
方
裏
物
置
か
ら
侵
入
、
二
階
の
中
四
畳
半
で
寝
て
い
た
同
家
長
女
京
大
文
学
部
美
学
科
二
回
生
八
重
子
さ
ん
(二
五
)
を
ゆ
り
起
し
青
酸
カ
リ
を
も
つ
て
無
理
心
中
を
せ
ま
つ
た
が
「
お
姉
さ
ん
」
と
騒
が
れ
や
に
わ
に
懐
中
に
持
つ
て
い
た
肉
切
ぼ
う
ち
よ
う
で
八
重
子
さ
ん
の
顔
、
首
、
胸
な
ど
七
カ
所
を
メ
ツ
タ
切
り
に
し
て
裏
口
か
ら
逃
げ
去
論　械機な切親a夫紀由島三　　2
つ
た
(『京
都
新
聞
』
昭
和
23
年
4
月
15
日
木
曜
日
(2
)
)
雑
誌
で
は
『週
刊
朝
日
』
が
報
道
し
て
い
る
。
・
八
重
子
は
「
嫂
さ
ん
」
と
一
声
、
兄
音
一
さ
ん
の
奥
さ
ん
を
よ
び
ま
し
た
。
(昭
和
二
三
(
一
九
四
八
)
年
五
月
二
日
号
一
六
頁
)
し
か
し
、
『週
刊
朝
日
』
で
は
血
の
つ
な
が
っ
た
「姉
」
で
は
な
く
、
兄
の
奥
さ
ん
を
呼
ん
だ
、
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
資
料
か
ら
だ
け
で
は
血
の
つ
な
が
っ
た
姉
が
実
在
し
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
た
だ
、
阿
部
知
二
は
そ
の
姉
の
実
在
を
、
例
え
ば
戸
籍
な
ど
で
確
認
し
て
書
い
た
の
で
は
な
さ
そ
う
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
か
ら
だ
。
・
能
代
は
、
は
じ
あ
か
ら
、
こ
の
姉
妹
の
ち
が
い
よ
う
に
驚
い
て
い
た
。
(略
)
も
ち
ろ
ん
、
性
格
の
上
に
も
、
こ
れ
以
上
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
に
ち
が
い
な
い
。
つ
ま
り
、
姉
と
い
つ
て
も
、
「
兄
の
妻
」
と
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
れ
と
も
腹
ち
が
い
な
の
か
だ
ろ
う
、
と
は
じ
め
は
思
つ
た
。
こ
れ
は
能
代
が
初
め
て
千
曲
百
合
江
に
会
っ
た
時
の
印
象
で
あ
る
。
こ
の
時
、
能
代
は
あ
ま
り
に
姉
妹
が
似
て
い
な
い
と
思
っ
た
の
だ
。
傍
線
部
は
『週
刊
朝
日
』
と
重
な
る
。
つ
ま
り
、
阿
部
は
『週
刊
朝
日
』
を
見
て
、
そ
の
上
で
〔全
く
似
て
い
な
い
が
血
の
つ
な
が
っ
た
姉
妹
〕
を
造
形
し
た
の
だ
。
逆
に
言
う
と
、
少
な
く
と
も
阿
部
に
は
被
害
者
に
血
の
つ
な
が
っ
た
姉
が
実
在
し
て
い
た
と
い
う
意
識
は
無
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
被
害
者
の
姉
だ
け
は
少
な
く
と
も
、
阿
部
知
二
の
意
識
で
は
創
作
の
人
物
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
作
者
の
作
意
が
投
影
　　
　
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
被
害
者
の
姉
は
お
く
と
し
て
、
他
の
殆
ど
の
登
場
人
物
が
、
モ
デ
ル
と
し
て
実
在
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
登
場
人
物
に
限
ら
ず
全
体
的
に
『
お
ぼ
ろ
夜
の
11I
』
は
事
実
に
忠
実
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
た
と
沈
ば
、
作
中
展
開
さ
れ
る
石
狩
の
手
記
な
ど
は
モ
デ
ル
と
な
っ
た
犯
人
、
井
元
の
手
記
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
て
い
る
し
、
事
件
後
の
公
判
の
様
子
も
新
聞
の
報
道
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
で
は
、
『親
切
な
機
械
』
の
B
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
先
程
か
ら
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
h
木
山
勉
は
山
口
氏
が
モ
デ
ル
と
思
わ
れ
、
ま
た
i
季
子
に
関
し
て
は
井
上
氏
が
そ
の
モ
デ
ル
と
推
定
で
き
る
。
こ
う
考
え
る
と
、
『
親
切
な
機
械
』
の
主
要
登
場
人
物
は
実
在
し
て
い
る
と
言
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
は
モ
デ
ル
で
あ
っ
て
、
そ
の
造
形
は
あ
く
ま
で
作
者
の
創
造
で
あ
る
。
当
然
、
事
実
と
異
な
る
部
分
は
多
く
あ
る
が
、
中
で
も
注
目
す
べ
き
登
場
人
物
に
関
す
る
最
大
の
変
更
は
、
鉄
子
の
性
格
で
あ
る
。
作
中
で
少
な
く
と
も
木
山
か
ら
見
た
鉄
子
の
性
格
は
「鈍
い
」
と
さ
れ
て
い
る
。
・
木
山
に
い
ち
ば
ん
鼻
に
つ
い
て
ゐ
る
の
は
、
鉄
子
の
こ
の
種
の
鈍
さ
だ
つ
た
。
か
う
し
た
鈍
さ
は
体
臭
の
や
う
に
彼
を
追
ひ
か
け
、
鉄
子
と
顔
を
見
合
は
せ
て
ゐ
る
だ
け
で
も
苦
痛
に
さ
せ
る
2　2
の
で
あ
る
。
で
は
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
被
害
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
・
ま
た
八
重
子
さ
ん
の
在
学
し
て
い
る
京
大
文
学
部
哲
学
科
(美
学
)
教
授
井
島
勉
博
士
は
語
る
谷
口
さ
ん
は
非
常
に
頭
の
よ
い
学
生
で
奈
良
女
高
師
卒
業
後
舞
鶴
高
女
の
教
官
を
し
、
昨
年
優
秀
な
成
績
で
私
の
と
こ
ろ
へ
入
学
し
理
知
的
で
潔
癖
な
女
性
で
あ
つ
た
、
恋
愛
な
ど
に
つ
い
て
は
聞
い
て
い
な
か
つ
た
し
、
そ
れ
よ
り
も
勉
強
が
大
切
だ
と
い
う
性
格
で
あ
つ
た
よ
う
に
思
う
、
井
元
君
と
の
問
題
も
全
く
無
理
に
求
め
ら
れ
た
一
方
的
な
も
の
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
(『
都
新
聞
』
昭
和
23
年
4
月
拓
日
木
曜
日
第
6
7
8
号
〈2
>)
こ
の
記
事
に
は
、
被
害
者
の
性
格
は
「理
知
的
で
潔
癖
」
と
あ
り
、
他
紙
で
も
同
様
な
表
現
が
散
見
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
報
道
か
ら
わ
か
る
モ
デ
ル
の
性
格
は
作
品
の
鉄
子
の
〈愚
鈍
〉
と
も
言
う
べ
き
性
格
と
は
む
し
ろ
正
反
対
と
い
え
る
。
こ
れ
は
や
は
り
、
作
者
の
意
図
的
な
改
変
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
そ
の
意
図
は
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
鉄
子
を
猪
口
の
タ
イ
プ
に
近
づ
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
思
い
切
っ
て
図
式
化
し
て
表
せ
ば
、
α
〔軽
〕
木
山
、
季
子
と
β
〔重
〕
猪
口
、
鉄
子
の
正
反
対
の
二
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
こ
う
し
て
出
来
上
が
る
。作
品
の
最
初
は
こ
の
α
の
カ
ッ
プ
ル
が
β
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
あ
る
種
の
優
越
感
を
も
つ
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
α
の
カ
ッ
プ
ル
の
木
山
は
β
の
カ
ッ
プ
ル
を
軽
蔑
的
に
見
て
い
る
。
し
か
し
、
あ
る
時
点
か
ら
木
山
の
認
識
で
は
捉
え
き
れ
な
い
〔何
か
〕
が
β
の
カ
ッ
プ
ル
に
有
る
こ
と
を
感
じ
る
。
・
「私
き
つ
と
も
う
ど
う
か
さ
れ
る
わ
。
襲
は
れ
て
強
姦
さ
れ
る
か
、
殺
さ
れ
る
か
ど
ち
ら
か
だ
わ
。
(略
)」
「己
惚
れ
だ
よ
。
己
惚
れ
る
の
は
勝
手
だ
け
ど
、
猪
口
は
ど
だ
い
人
を
殺
す
や
う
な
奴
ぢ
や
な
い
よ
。
(略
)
一
体
君
は
何
を
怖
が
つ
て
る
の
?
(略
)」
鉄
子
の
次
の
言
葉
は
木
山
を
唖
然
と
さ
せ
た
。
「根
拠
は
ち
や
ん
あ
る
こ
と
よ
。
私
が
さ
う
さ
れ
た
い
と
お
も
つ
て
ゐ
る
か
ら
だ
わ
」
(略
)
木
山
の
日
記
は
、
こ
の
頃
鉄
子
が
か
へ
つ
た
あ
と
の
、
ふ
し
ぎ
な
懊
悩
を
記
録
し
た
。
一
種
新
鮮
な
微
妙
な
関
係
が
猪
口
と
鉄
子
の
間
に
生
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
愛
で
も
な
い
と
す
る
と
こ
の
関
係
は
何
事
な
の
か
。
意
味
深
な
目
ま
ぜ
の
や
う
な
何
か
な
の
か
。
陰
謀
な
の
か
。
人
知
れ
ぬ
秘
密
の
共
感
な
の
か
。
彼
は
寝
苦
し
さ
に
冴
え
た
目
で
考
へ
つ
づ
け
た
。
何
か
彼
に
軽
蔑
で
き
な
い
謎
が
生
れ
て
来
た
や
う
に
思
は
れ
る
。
猪
口
と
鉄
子
の
つ
な
が
り
合
ひ
は
彼
を
夢
の
中
に
ま
で
追
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
最
後
に
は
殺
人
が
起
き
る
が
、
そ
れ
が
両
者
の
合
意
で
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あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
、
木
山
が
嫉
妬
し
た
α
の
カ
ッ
プ
ル
が
そ
の
関
係
を
完
成
さ
せ
て
、
β
の
カ
ッ
プ
ル
に
勝
利
す
る
の
だ
。六
、
お
わ
り
に
α
的
人
間
が
β
的
人
間
を
最
後
に
何
ら
か
の
形
で
う
ち
負
か
す
と
い
っ
た
、
逆
転
劇
の
構
図
は
後
の
三
島
の
作
品
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
例
え
ば
、
『
午
後
の
曳
航
』
の
房
子
は
α
に
属
す
る
人
間
で
あ
り
、
船
乗
り
の
龍
二
は
β
的
な
人
間
と
い
え
る
。
ま
た
、
『
絹
と
明
察
』
に
お
い
て
は
岡
野
が
α
的
な
人
間
で
、
駒
沢
善
次
郎
が
β
的
な
人
間
　　
　
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
三
島
は
『
親
切
な
機
械
』
を
創
作
し
た
時
点
で
、
後
に
何
度
も
繰
り
返
し
展
開
さ
れ
る
事
に
な
る
テ
ー
マ
を
作
品
化
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
『
親
切
な
機
械
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
の
テ
ー
マ
は
α
、
β
と
い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
の
カ
ッ
プ
ル
の
造
形
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
造
形
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
の
は
、
山
口
氏
に
関
す
る
「
新
資
料
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
注
(
1
)
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
あ
る
が
、
事
件
に
関
す
る
文
献
を
以
下
に
挙
げ
る
。
ま
ず
、
新
聞
で
あ
る
が
、
全
国
紙
は
『
朝
日
新
聞
』
、
地
方
紙
は
『
京
都
新
聞
』
(朝
刊
)
、
『
京
都
日
日
新
聞
』
(夕
刊
)
、
『
都
新
聞
』
(夕
刊
)
、
『
夕
刊
京
都
』
(
夕
刊
)
の
記
事
を
種
類
別
に
分
類
し
て
挙
げ
る
。
い
ず
れ
も
昭
和
二
三
年
の
記
事
。
項
目
に
つ
い
て
若
干
説
明
す
る
と
、
「社
説
」
と
は
所
謂
「
天
声
人
語
」
類
の
記
事
な
ど
。
「
新
事
実
」
と
は
、
他
紙
に
は
な
い
ス
ク
ー
プ
記
事
。
朝
日
京
都
京
都
日
日
都
新
聞
夕
刊
京都
一
回
目
記
事
4
・
15
4
・
15
4
・
15
4
・
15
4
・
15
社
説
4
・
20
4
・
16
4
・
23
4
・
16(、2
)
4
・
16
特
集
記
事
4
・
17
4
・
弼
新
事
実
4
・
24
放
校
処
分
4
・
18
4
・
18
4
・
18
手
記
4
・
2
起
訴
4
・
23
4
・
25
第
一
回
公
判
5
・
23
5
・
23
5
・
23
5
・
2(予告)
精
神
鑑
定
5
・
24
第
二
回
公
判
ワー
■
Q
U
(
予
告)
精
神
鑑
定
5
・
24
第
二
回
公
判
7
●
4
ワ
ー
●
4
78
●
∩
δ
(
予
告)7●4
精
神
鑑
定
再
9
・
12
第
三
回
公
判
9
・
19
9
・
19
9
・
19
9
・
19
第
四
回
公
判
0
41●2
0
41●2
0
41.2
第
五
回
公
判
12
・
12
12
・
12
12
・
12
12
・
12
12
・
12
判
決
12
・
24
12
・
24
12
・
24
12
・
24
12
・
24
控
訴
12
・
30
284
(
2
)
『
親
切
な
機
械
』
、
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
と
も
に
本
文
は
初
出
に
す
る
。
ま
た
『
お
ぼ
ろ
夜
』
の
本
文
に
は
、
・
私
も
、
そ
の
事
件
の
こ
と
は
、
新
聞
な
ど
で
読
ん
で
知
つ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
ち
よ
う
ど
一
年
前
の
今
夜
の
こ
と
だ
つ
た
と
か
、
能
代
が
そ
れ
に
関
係
が
あ
つ
た
と
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
は
じ
め
て
聞
く
こ
と
だ
つ
た
。
(五
八
頁
下
)
と
い
う
風
に
、
旧
仮
名
遣
い
と
新
仮
名
遣
い
が
混
在
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
箇
所
は
『
お
ぼ
ろ
夜
の
11I』
全
体
に
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
全
て
は
原
文
の
マ
マ
で
あ
る
(
3
)
事
前
に
文
学
館
に
申
し
出
れ
ば
、
「
未
公
開
資
料
リ
ス
ト
」
掲
載
分
に
限
り
、
誰
で
も
閲
覧
可
能
。
文
学
館
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
は
松
本
徹
・
佐
藤
秀
明
・
井
上
隆
史
編
『
三
島
由
紀
夫
事
典
』
(二
〇
〇
〇
〔平
一
二
U
・
1
1
勉
誠
出
版
)
の
「
三
島
由
紀
夫
文
学
館
」
の
項
目
を
参
照
さ
れ
た
い
。
(
4
)
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
で
は
見
出
し
を
書
き
写
し
た
箇
所
の
右
上
の
隅
に
〔「
」
が
薄
く
で
は
あ
る
が
、
何
回
も
な
ぞ
ら
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
は
引
用
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
活
字
ノ
ー
ト
の
注
に
「
〔余
白
に
「
23
・
4
・
15
」
と
い
う
日
付
や
数
式
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
〕
」
と
あ
る
が
(決
定
版
全
集
の
七
六
二
頁
)
、
こ
の
日
付
の
書
き
方
は
直
筆
原
稿
で
は
原
稿
用
紙
枠
の
上
横
線
上
の
欄
外
に
横
書
き
で
「
b。G。鼠
仁
α
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
れ
は
新
聞
の
日
付
を
簡
略
化
し
た
形
式
な
の
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
こ
の
見
出
し
が
実
在
の
記
事
の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
(
5
)
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
の
末
尾
に
は
「
こ
と
わ
り
」
と
い
う
一
文
が
附
さ
れ
て
い
る
。
・
こ
と
わ
り
あ
る
事
件
に
暗
示
を
得
て
書
い
た
が
、
事
件
人
物
と
も
に
、
全
く
私
の
仮
構
の
産
物
と
み
と
め
て
下
さ
い
。
(
6
)
三
島
の
『
お
ぼ
ろ
夜
の
話
』
に
つ
い
て
の
言
及
と
し
て
は
、
「『
お
ぼ
ろ
夜
』
に
つ
い
て
」
(
『
現
代
小
説
体
系
別
冊
2
』
「月
報
25
」
一
九
五
〇
〔昭
二
五
〕
・
九
河
出
書
房
)
が
あ
る
。
(
7
)
昭
和
二
十
三
年
当
時
の
三
島
の
作
家
的
な
印
象
を
村
松
剛
は
「気
の
マ
イ
ナ
　
き
い
た
短
篇
と
切
れ
味
の
よ
い
評
論
と
を
と
き
た
ま
書
く
小
型
の
作
家
」
(村
松
剛
『
三
島
由
紀
夫
の
世
界
』
一
九
九
〇
〔平
二
〕
・
五
新
潮
社
)
と
述
べ
て
い
る
。
(
8
)
こ
の
点
に
関
し
て
は
内
倉
尚
嗣
氏
の
「事
件
か
ら
小
説
へ
ー
「
お
ぼ
ろ
夜
の
話
」
と
「
親
切
な
機
械
」
-
」
に
詳
し
い
。
(
9
)
『
絹
と
明
察
』
に
関
し
て
三
島
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
・
"絹
"
(
日
本
的
な
も
の
)
の
代
表
で
あ
る
駒
沢
が
最
後
に
"明
察
"
の
中
で
死
ぬ
の
に
、
岡
野
は
逆
に
じ
め
じ
め
し
た
絹
的
な
も
の
に
ひ
か
れ
、
こ
こ
に
ド
ン
デ
ン
返
し
が
起
る
わ
け
で
す
。
〔付
記
〕
本
稿
を
執
筆
す
る
に
際
し
て
、
多
く
の
人
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
『
女
子
京
大
生
殺
し
事
件
の
真
相
-
法
廷
記
録
か
ら
』
は
山
中
剛
史
氏
の
御
好
意
に
よ
り
拝
見
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
氏
は
面
識
の
な
い
私
に
わ
ざ
わ
ざ
複
写
を
送
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
直
筆
の
創
作
ノ
ー
ト
を
閲
覧
さ
せ
て
頂
い
た
「三
島
由
紀
夫
文
学
館
」
様
、
『
都
新
聞
』
が
神
戸
市
立
中
央
図
書
館
に
所
蔵
し
て
あ
る
こ
と
を
教
え
て
頂
い
た
内
倉
尚
嗣
様
に
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。
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